
専攻科：生産システム工学専攻 学年：　1 専攻区分：　全 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　2 　

専攻科：生産システム工学専攻 学年：　1 専攻区分：　全 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　2 　

科目名：日本語表現法 英文名：　Expression in Japanese

・授業中に学習した内容を復習し理解を確実にする。
・理解困難な場合はオフィスアワーを利用するなどして質問をする．
・授業終了時に自宅学習（宿題）を課する。次の授業時に必ず持っ
てくること。
・ディベート実施前にグループごとに準備を行なうこと。
・プレゼンの準備（資料収集・パワーポイント作成・ハンドアウト作成）
・課題文の作成など

授　業　計　画 授　業　概　要
第　１週　日本語の特徴（全般）
第　２週　話し言葉と書き言葉の特徴
第　３週　効果的な口頭発表とは何か （＊口頭発表のテーマ決定）
第　４週　ディベートについて①
第　５週　ディベートについて②
第　６週　口頭発表用レジュメの書き方など
第　７週　口頭発表①
第　８週　口頭発表②
第　９週　日本語の特色と論理的に書くことの注意点
第１０週　主張の書き方
第１１週　根拠の示し方・見つけ方、根拠を示す上での注意点
第１２週　論理的に文章を構成する
第１３週　論理的な文章・非論理的な文章を見分ける
第１４週　意図的に非論理的な文章を作成し、論理的な眼を養う
第１５週　書くことで自分の思想を見つける

　■授業概要・方法等
（１～８週）教員が用意したハンドアウトやその他資料を使用し、日本語の特徴･話し
言葉の特徴を具体例を上げながら、一緒に考えていきます。話し言葉の特徴を踏
まえ、聴衆にわかりやすいように、一人ずつ口頭発表を行います。テーマについて
は、授業中に決めます。
（９～１５週）論理的な文章を書くための基礎的な知識と技能、すなわち論理的に考
えるための基本と、それを説得力を持って提示する書き方を学びます。
■学習・教育目標および到達目標
受講者は、この授業を履修することによって、
１．(E-1)日本語の特徴全般と話し言葉の特徴を踏まえたうえで、アカデミックな日
本語表現能力の基礎を獲得する。特に、報告・発表・討論などの口頭表現技能を
習得する。
２．(E-1)説得力あるプレゼンテーション、ディベートを行う方法を理解する。
３．(E-1)論理的な文章を書くための基礎的な知識と技能を理解する。
４．(E-1)論理的に考える基本と、それを説得力を持って提示する書き方を理解す
る。
ことができるようになります。
■教科書　 教員が用意したハンドアウト等をテキストとして使用します。
■参考文献　『日本語表現法』三省堂、『図で考えれば文章がうまくなる』PHP
■成績評価および基準
種類：半期を前半（１～８週）後半（９～１５週）に分け、最終成績はそれぞれの評価
の平均とします。（１～８週）口頭発表（個人発表）を評価対象とします(50%)。（９～１
５週）毎回、論述課題を提出してもらい、論証力説得力を評価します(50%)。
方式：口頭発表と記述式　　 90点以上「秀」，80点以上90点未満「優」，70点以上80
点未満「良」，60点以上70点未満「可」，60点未満「不可」とします。
■授業評価アンケート実施方法　10月にWeb Classにてアンケートを実施します。
■オフィスアワー
溝口博幸：月12:15～13:00（図書館１階）、
大内清司：月12:15～13:00（本館1階　保健室）
■メールアドレス　溝口：mizo@ktc.ac.jp、大内：oouchi@ktc.ac.jp

授業時間外に必要な学習

授業時間外に必要な学習

　毎時間、単語、句、文の意味や派生語を問うので、答えられるよう
に家庭学習として辞書を引いておくこと。

■授業概要・方法等　科学に関する文章を題材にして、リーディング活動のみなら
ず、音読活動もあわせて行います。必要に応じて、他の科学英語教材を配布する
ことがあります。
■学習・教育目標および到達目標
受講者は、この授業を履修することによって、
  １．(E-2)科学英語への関心を高める。
　２．(E-2)科学英語の単語を知る。
　３．(E-2)科学英語の構文を学ぶ。
　４．(E-2)科学英語の音読をする。
ことができるようになります。
■教科書　テキスト：New Words for a New Century （トムソンコーポレーション）
■参考文献　特にありません。
■関連科目　本科：英語
■成績評価方法および基準
種類：筆記試験（1回）　方法：記述式
定期考査試験：筆記試験（100%）で評価します。
最終成績：定期試験(80%)、課題(20%)で評価します。
90点以上「秀」80点以上～90点未満「優」、70点以上～80点未満「良」、60点以上
～70点未満「可」、60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修 予習として、本文に目を通すこと、単語や文法につい
て調べておくことが必要です。
■教員所在場所
2号館２階　共通教育科教員室
■授業評価アンケート実施方法　10月にWeb Classにてアンケートを実施します。
■メールアドレス　takeuchi2012@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　木曜日の７限と８限

担当者：　溝口博幸　大内清司

第　１週　The future of the Internet
第　２週　The future of the Internet
第　３週　The Onone Hole
第　４週　The Onone Hole
第　５週　Wonder　Drug
第　６週　Wonder Drug
第　７週　Human　Ecology
第　８週　Human　Ecology
第　９週　Bioinformatics
第１０週　Bioinformatics
第１１週　Our　Aging　Societies
第１２週　Our Aging Societies
第１３週　Robotics
第１４週　Robotics
第１５週　Robotics

科目名：総合英語 英文名：　General English

担当者：　高畑時子

授　業　計　画 授　業　概　要



専攻科：生産システム工学専攻 学年： 1 専攻区分：　全 開講期：　後期

開講期：　必修 単位数： 2 　

専攻科：生産システム工学専攻 学年：　1 専攻区分：　全 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　2 　

第　１週　・・環境を学ぶ意義
第　２週　・・演習レポート(1)
第　３週　・・宇宙と地球の成り立ち
第　４週　・・演習レポート(2)
第　５週　・・大気の成り立ちと生命の誕生
第　６週　・・演習レポート(3)
第　７週　・・人間と環境の相互作用
第　８週　・・環境シミュレーション図上演習基礎(1-1)
第　９週　・・環境シミュレーション図上演習基礎(1-2)
第１０週　・・プレゼン発表
第１１週　・・森林・土壌と水循環
第１２週　・・人間と環境との共存
第１３週　・・環境シミュレーション図上演習発展(2-1)
第１４週　・・環境シミュレーション図上演習発展(2-2)
第１５週　・・プレゼン発表

■授業概要･方法等
20世紀は、私たち人間にかつてない物質的繁栄をもたらした。一方、地球温暖化・
産業廃棄物処理・生物多様性の喪失などといったの数多くの環境問題を引き起こ
している。本授業では、環境を保全しつつ人間が発展をしていくための必要条件と
は何か、また、環境問題に関わって発生した争いをどのように解決するのか、その
手法を人間と環境の相互作用的観点から学ぶこととする。またチームで図上シミュ
レーションを行い人間と環境との相互作用について学び、プレゼン発表を行う。
■学習･教育目標および到達目標
受講者は、この授業を履修することによって、
１．(D-2)、(C-2)様々な環境問題についての基礎知識を習得します。
２．(D-2)環境問題を法的にどのように解決するのか理解します。
ことができるようになります。
■参考文献
『改訂５版 環境社会検定試験（ｅｃｏ検定）公式テキスト』(東京商工会議所編)
■関連科目　特にありません。
■成績評価方法および基準
種類：演習レポート提出（3回・図上演習レポートと発表2回）
試験(60%)、レポートおよび発表(40%）で評価します。
最終成績：定期考査成績及びレポートで評価します。90点以上「秀」，80点以上～
90点未満「優」，70点以上～80点未満「良」，60点以上～70点未満「可」，60点未満
「不可」。
■授業時間外に必要な学修　日頃から積極的にニュースや新聞を見聞きしてくだ
さい。
■教員所在場所　本館２階入試部
■授業評価アンケート実施方法　2月にWeb Classにて実施します。
■メールアドレス　kawakamii@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　水曜日9限

授業時間外に必要な学習
日々、新聞やニュース等を積極的に見聞きし、環境問題についての
関心と理解を深めるように心がける事。そのなかで分からない事があ
れば、図書館やインターネットを利用し学生自身で調査検討する
事。

科目名：　人間と環境 英文名：　Human beings and the Environment

担当者：　川上申之介

授　業　計　画 授　業　概　要

第　１週　体の定義
第　２週　有限体の例
第　３週　有限体上の既約多項式
第　４週　有限体の構成１
第　５週　有限体の構成2
第　６週　有限体の基本性質と計算
第　７週　符号理論の基礎概念
第　８週　Shannonの定理
第　９週　Hamming符号について
第１０週　Hamming符号とシンドローム(誤り訂正について）
第１１週　巡回符号について
第１２週　巡回符号の例
第１３週　ＢＣＨ符号の定義とシンドローム（誤り訂正について）
第１４週　ＢＣＨ符号の例
第１５週　ＢＣＨ符号の例

■授業概要・方法等
　本科で学んだ線形代数学を基礎に、前半は代数系。特に有限体について学ぶ。
後半は前半に学んだ有限体の知識を基礎として線形ブロック符号、特にHamming
符号、ＢＣＨ符号等の特殊な訂正符号について学びます。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．（A-1）（D-1）有限体上の簡単な計算ができる
２．（A-1）（D-1）Hamming符号においてシンドロームを使って、codewordの誤り訂正
ができる
３．（A-1）（D-1）BCH符号でのcodewordの誤り訂正ができる
ことができるようになります。
■教科書
　寺田文行・中村直人・釈氏孝浩・松居辰則　共著　情報数学の基礎（サイエンス
社）
■参考文献
　武田二郎著、代数系と符号理論（槙書店)
■関連科目
　本科：基礎数学、線形代数学　専攻科：離散数学
■成績評価方法および基準
　種類：定期試験（1回）、方式：記述式
　定期考査成績：定期試験成績70%、レポート30%によって評価します。
　最終成績：定期試験成績と同じとします。
　90点以上「秀」、80点以上90点未満「優」、70点以上～80点未満「良」、60点以上
～70点未満「可」、60点未満「不可」
■教員所在場所/メールアドレス/オフィスアワ
　本館2階企画広報室/titoh@ktc.ac.jp/平日12時15分から13時
■授業評価アンケート実施方法
　10月にWeb Classにてアンケートを実施します。

授業時間外に必要な学習

　当日中に授業内容を復習し理解を確実にする．理解困難な場合
はオフィスアワーを利用するなどして質問をする．
　毎回の授業終了時に演習問題を課するので、以降の授業開始時
に提出する．
　単元に則した教科書の演習問題を解くこと。

科目名：　応用数学特論 英文名：　Advanced Mathematics

担当者：　伊藤豊治

授　業　計　画 授　業　概　要



専攻科：生産システム工学専攻 学年：　1 専攻区分：　全 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　2 　

専攻科：生産システム工学専攻 学年：　1 専攻区分：　全 開講期：　後期

科目種別：　必修 単位数：　2 　

科目名：解析力学 英文名：　Analytical Dynamics

　当日中に授業内容を復習し理解を確実にする．理解困難な場合
はオフィスアワーを利用するなどして質問をする．
　毎回の授業終了時に演習問題を課するので、次回授業開始時に
提出する．
　単元に則した教科書の演習問題を解くこと。

授　業　計　画 授　業　概　要
第　１週　ガイダンス
第　２週　ニュートンの運動方程式の復習
第　３週　解析力学の2つの形式(1)
第　４週　解析力学の2つの形式(2)
第　５週　自由度と一般座標
第　６週　ラグランジュの運動方程式
第　７週　一般力
第　８週　変分法
第　９週　ハミルトンの原理と運動方程式
第１０週　束縛運動とラグランジュの未定乗数法
第１１週　物体と滑車の運動
第１２週　斜面を滑る質点の運動
第１３週　単振り子
第１４週　ロボットアームの力学
第１５週　クレーンの運動

■授業概要・方法等
　工業系技術者の専門基礎という視点から、解析力学の基礎について講義しま
す。特に、運動方程式の導出方法について、専攻科以前に親しんだ方法とは異な
る考え方の方法が存在することを理解します。複雑な現象を工学的モデルとして扱
い、実用的に解析するための基本知識を身に付けます。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．(B-1)座標変換について理解し基礎的な計算力を身に付ける。
２．(B-1)ラグランジュ方程式によるモデル化について理解する。
ことができるようになります。
■教科書　適宜プリントの配布を行います。
■参考文献　河辺哲次「工科系のための解析力学」裳華房
■関連科目　振動工学
■成績評価方法および基準
　 試験方法　種類：　定期試験（1回）、　方式：　記述式
　 定期考査成績：定期試験(100％)として評価します。
　 最終成績：定期考査成績とします。
90点以上「秀」、80点以上～90点未満「優」、７0点以上～80点未満「良」、60点以上
～70点未満「可」、60点未満「不可」とします。
■授業時間外に必要な学修　授業で課した宿題に解答する。
■教員所在場所　図書館１階　図書事務室
■授業アンケート実施方法
10月にWeb Classにてアンケートを実施します。
■メールアドレス　r-konno@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　木曜日第9限

授業時間外に必要な学習

授業時間外に必要な学習

　当日中に授業内容を復習し理解を確実にする．理解困難な場合
はオフィスアワーを利用するなどして質問をする．
　毎回の授業終了時に演習問題を課するので、以降の授業開始時
に提出する．
　単元に則した教科書の演習問題を解くこと。

■授業概要・方法等
　グラフ理論の基本的内容を通して、平面グラフ、オイラーグラフ、ハミルトングラフ
等について学びます。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．(A-1)　(D-1)グラフ理論の基礎的用語や記号について理解する
２．(A-1)　(D-1)グラフの連結性について理解する
３．(A-1)　(D-1)グラフ理論における定理等を用いてグラフに関する問題を解決で
きる
ことができるようになります。
■教科書
　守屋悦朗著、離散数学入門（サイエンス社）
■参考文献
　ラスロウ・ロバース他著（秋山仁・ピーターフランクル翻案）、入門組合せ論（共立
出版）
■関連科目
　本科：基礎数学、線形代数学、専攻科：応用数学特論
■成績評価方法および基準
　種類：定期試験（1回）、方式：記述式
　定期試験成績70%、レポート30%によって評価します。
　最終成績：定期試験成績と同じとします。
　90点以上「秀」、80点以上90点未満「優」、70点以上～80点未満「良」、60点以上
～70点未満「可」、60点未満「不可」
■教員所在場所/メールアドレス/オフィスアワ
　本館2階企画広報室/titoh@ktc.ac.jp/平日12時15分から13時
■授業評価アンケート実施方法
　2月にWeb Classにてアンケートを実施します。

担当者：　今野理喜男

第　１週　グラフの定義と基礎的概念1
第　２週　グラフについての基礎的概念2
第　３週　グラフの連結性について（道と閉路）
第　４週　グラフの連結性について（連結グラフ、連結度)
第　５週　グラフの連結性について（連結度等)
第　６週　グラフ上の演算
第　７週　オイラーグラフについて1
第　８週　オイラーグラフについて2
第　９週　ハミルトングラフについて1
第１０週　ハミルトングラフについて2
第１１週　２部グラフについて
第１２週　木について
第１３週　平面グラフについて1（オイラーの公式）
第１４週　平面グラフについて2
第１５週　平面グラフについて３

科目名：　離散数学 英文名：　Discrete Mathematics

担当者：　伊藤豊治

授　業　計　画 授　業　概　要



専攻科：　生産システム工学専攻 学年：　1 専攻区分：　全 開講期：　後期

科目種別：　必修 単位数：　2 　

授業時間外に必要な学習

１．参考文献の他の章を各自で勉強する。わからないところは授業
時またはオフィスアワー時に質問し理解を深める。
２．分子運動論，熱力学量等は非常に重要な項目であるので，練習
問題を通して理解を深める。

■授業概要・方法等
化学特論の入門としてまず気体について学習し，単純な気体分子が繰り広げる諸
現象を分子運動論的に考える微視的な感覚を養います。さらに，分子の挙動に
よって現れる諸現象を熱力学的に理解することにも努め，微視的な考察が十分行
える能力を身につけることを本講座の目標とします。
■学習・教育目標および到達目標
受講者は，この授業を履修することによって，
１．(A-1)(D-1)身の回りにある気体についての諸現象を微視的視点（分子レベル）
より理解する。
２．(A-1)(D-1)熱力学の専門用語（エンタルピー，エントロピー，自由エネルギー
等）の意味を理解する。
３．(A-1)(D-1)演習問題を通して，物質の諸現象（融解，蒸発等）と熱力学量（エン
タルピー，エントロピー等）の関係を理解する。
ことができるようになります。
■教科書　富田稔著「熱化学講義ノート」大竹出版
■参考文献　バーロー物理化学（化学同人）
■関連科目　化学，数学，物理学
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験（1回），方式：　記述式
定期考査成績：定期考査(100 %)で評価します。
最終成績：定期考査(80 %)および提出課題(20 %)で評価します。
90点以上「秀」，80点以上～90点未満「優」，70点以上～80点未満「良」，60点以上
～70点未満「可」，60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学修　授業で省略した部分を教科書・参考書で調べ，自分
なりにノート等にまとめ，疑問が生じれば次回以降の授業にて教員に質問して下さ
い。
■教員所在場所　本館2階　教務部
■授業評価アンケート実施方法　2月に Web Class にて実施します。
■メールアドレス　t_suzuki@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　火曜日8限

第　１週　シラバスの説明，SI単位系について
第　２週　気体の状態方程式（理想気体の場合）
第　３週　気体の状態方程式（非理想気体の場合）
第　４週　気体分子運動論（一次元運動エネルギー）
第　５週　気体分子運動論（三次元運動エネルギー）
第　６週　系，周囲，系の状態，状態変化（系，周囲，系の状態と
　　　　　　その変化）
第　７週　熱力学第一法則（体積変化の仕事）
第　８週　熱力学第一法則（熱容量）
第　９週　熱力学第一法則（断熱過程）
第１０週　エントロピー（相転移のエントロピー変化，エントロピーの
　　　　　　温度依存性）
第１１週　エントロピーの圧力依存性・断熱過程のエントロピー変化
第１２週　ホルムヘルツ自由エネルギー，ギブス自由エネルギー
第１３週　気体の化学ポテンシャルμとその圧依存性
第１４週　気体の温度依存性
第１５週　試験前演習

科目名：　化学特論 英文名：　Lecture of Chemistry

担当者：　鈴木　隆

授　業　計　画 授　業　概　要



専攻科：　生産システム工学専攻 学年：　1 専攻区分：全 開講期：　通年

科目種別：　選択 単位数：　1～2

授業時間外に必要な学習
　実習期間中、毎日その日の実習内容を振り返りノートに記録を取る。また、インターンシップ実習が終了したら実習報告書を作成する。報告書の構成は
工学実験報告書に準拠する。

科目名：　インターンシップ

英文名：　Internship

担当者：　齊藤　公博　

授　業　計　画

インターンシップ受入先のカリキュラムに従います。

■授業概要・方法等
　ものづくり教育の一環として、実社会での実地訓練を通じてものを実現する能力を養成します。企業の現場や大学等の研究現場を体験し、そこに働く技
術者の心構えや人間性に触れることで講義では得られない大きな教育効果を期待します。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
　１．(D-2)企業における実務や研究現場の実態に触れ、将来の技術者・社会人としての自覚を持つ。
　２．(B-2)問題解決へのアプローチの方法を学ぶ。
　３．(C-2)社会体験を通じて礼儀作法、責任感、行動力を養う。
ことができるようになります。
■教科書　実習先指導員に委ねます。
■参考文献　実習先指導員に委ねます。
■関連科目　なし
■成績評価方法および基準
実習日誌および実習報告書の提出をもって単位認定を行う。単位数は37.5時間の実習で１単位、75時間で２単位とします。
■授業時間外に必要な学修　企業の現場や大学等の研究現場で課題となった部分を調べ、まとめ、疑問が生じれば当該企業や大学等に問い合わせて
下さい。　■教員所在場所
3号館1F　電気電子・情報系教員室
■授業評価アンケート実施方法
2月にアンケート用紙を配布します。
■メールアドレス　ksaitoh@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　昼休み時間



専攻科:　生産システム工学専攻 学年：　1 専攻区分：　全 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　2

専攻科：生産システム工学専攻 学年：　1 専攻区分：　電気電子工学 開講期：　前期

科目種別：　選択必修 単位数：　2 　

科目名：　知的情報処理 英文名：　Intelligent Information Processing

１．講義で指定した事項について、各自で調査する。わからないとこ
ろは授業時またはオフィスアワー時に質問し理解を深める。
２．本講義で解説した知識工学における問題表現法や問題解決法
について、講義で指定した具体例に適応した課題演習を各自行うこ
とで理解を深める。

授　業　計　画 授　業　概　要
第　１週　講義内容の説明、知的情報処理の概要
第　２週　人間の脳とニューラルネットワークの基礎
第　３週　ニューラルネットワークの構成
第　４週　ニューラルネットワークの実際
第　５週　ニューラルネットワークの応用例
第　６週　課題演習１
第　７週　ファジィ理論の基礎
第　８週　ファジィ理論の実際
第　９週　ファジィ理論の応用例
第１０週　課題演習２
第１１週　遺伝子と遺伝的アルゴリズムの概要
第１２週　遺伝的アルゴリズムの基礎
第１３週　遺伝的アルゴリズムの実際
第１４週　遺伝的アルゴリズムの応用
第１５週　課題演習３

■授業概要・方法等
　いわゆる人工知能以降に生み出された知的情報処理技術について、代表的な
ニューラルネットワーク、ファジィ理論および遺伝的アルゴリズムについて、その基
礎・実際・応用を理解させる。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．(B-3)ニューラルネットのいくつかの手法につき、その原理と応用について理解
する。
２．(B-3)ファジィ理論について、その原理と応用について理解する。
３．(B-3)遺伝的アルゴリズムについて、その原理と応用について理解する。
ことができるようになります。
■教科書　プリント等の資料を用いる
■参考文献　ニューロ・ファジィ・遺伝的アルゴリズム　産業図書
■関連科目
マルチメディア工学、電気電子工学実験
■成績評価方法および基準
種類：　課題を出題、　方式：　課題レポートから評価します。
定期考査成績：　課題の平均点（100%）とします。
最終成績：　定期考査成績と同じにします。
90点以上「秀」，80点以上～90点未満「優」，70点以上～80点未満「良」，60点以上
～70点未満「可」，60点未満「不可」
■教員所在場所　3号館2階　情報処理教育センター管理室
■授業評価アンケート実施方法　2月に Web Class にて実施します。
■メールアドレス　iwasa@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　木曜日9限

授業時間外に必要な学習

授業時間外に必要な学習

　当日中に授業内容を復習し理解を確実にする．理解困難な場合
はオフィスアワーを利用するなどして質問をする．
　最初の数回は数学的準備とし，毎回の授業終了時に後のレポート
作成に必要な数学的基礎の演習問題を課するので，次回授業開始
時に提出する．
　数学的準備終了後に，偏微分方程式の差分解法を習得するため
のレポートを課す．配布時に指定された期日までに提出する．

■授業概要・方法等
　流れの数値シミュレーションの方法を理解するために，プリントに基づいて学習を
行います．
■学習教育目標および到達目標
受講者は，この授業を履修することによって，
　１．(B-3)数値シミュレーションの概念を理解する．
　２．(B-3)偏微分方程式の差分解法を修得する．
　３．(B-3)流れの解析手法を修得する．
ことができるようになります．
■教科書
　適時プリントを配布します．
■参考文献
　「二訂　流れのシミュレーションの基礎！」　河村哲也著　インデックス出版
■関連科目
応用流体力学・並列計算法・流体工学特論
■成績評価方法および基準
期末試験：記述式
定期考査成績：演習課題・レポート（100%）で評価します．提出遅れは減点します．
最終成績：定期考査成績とします．
90点以上「秀」，80点以上～90点未満「優」，70点以上～80点未満「良」，60点以上
～70点未満「可」，60点未満「不可」とします．
■教員所在場所
3号館2階  情報処理教育センター管理室
■授業アンケート実施方法
10月にWeb Classにてアンケートを実施します．
■メールアドレス　  honda@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　　水曜日と金曜日の16:30-17:00

担当者：　岩佐英彦

第　１週　・・ガイダンス
第　２週　・・数学的準備①テイラー展開と偏微分
第　３週　・・数学的準備②連立一次方程式と行列
第　４週　・・数学的準備③行列式
第　５週　・・数学的準備④逆行列
第　６週　・・数値シミュレーションとは
第　７週　・・偏微分方程式の差分解法の基礎
第　８週　・・ラプラス方程式の解法①
第　９週　・・ラプラス方程式の解法②
第１０週　・・ポアソン方程式の解法①
第１１週　・・ポアソン方程式の解法②
第１２週　・・1次元拡散方程式の解法
第１３週　・・2次元拡散方程式の解法
第１４週　・・移流拡散方程式の解法①
第１５週　・・移流拡散方程式の解法②

科目名：計算力学 英文名：　Computational Dynamics

担当者：　本田　康子

授　業　計　画 授　業　概　要



専攻科：生産システム工学専攻 学年：　１ 専攻区分：　全 開講期：　後期

科目種別：　選択必修 単位数：　2 　

授業時間外に必要な学習

　授業中に配布した資料をよく理解し、適宜復習すると伴に、課題レ
ポートで授業内容をより理解することに努めること。理解困難な場合
はオフィスアワーを利用するなどして質問をする．

■授業概要･方法等
　生産環境工学は、農業土木学の一環でもあり、我々が生活していく上で必要不
可欠な学問である。しかしながら、時代の変遷に伴い、地域や環境をキーワードと
する幅広い視点で現在浮上している環境問題に取り組む必要性が求められてい
る。本講座では「水環境」「地球環境」「廃棄物工学」「生態系工学」「環境倫理」を
主に、地域環境工学的な総合的視点で生活環境や自然環境を生産環境に関して
学ぶ。本講座を受講することで、工学的視点と社会学的視点からの基礎的な生産
環境工学の知識が修得できる。
■学習･教育目標および到達目標
　受講者は，この授業を履修することによって，
１．(C-1) 最新の技術や物事に対する探求心を持ち、自主的、継続的に学習でき
る能力を身につける。
２．(C-2) 自然と生命の尊厳を正しく理解し、併せて互いの人権を重んじ、共生の
理念を育む。
３．(D-1)人文科学、社会科学、自然科学などの幅広い教養を身につける。
ことができるようになります。
■教科書　：指定なし（適宜、講義資料を配布）
■参考文献：よくわかる環境工学、著者：伊藤禎彦 他、理工図書
■関連科目　衛生工学、環境工学
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（1回）　方式：記述式
定期考査成績：課題4回を予定（40%)、定期試験（60%)で評価します。
最終成績：定期考査成績と同じにします。　90点以上「秀」，80点以上～90点未満
「優」，70点以上～80点未満「良」，60点以上～70点未満「可」，60点未満「不可」
■授業時間外に必要な学習
各講義で指示された課題に取り組むこと
■教員所在場所　学生部
 授業評価アンケート実施方法　2月にWeb Classにて実施します。
■メールアドレス　nyasui@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　月曜日、火曜日と金曜日の12：15～13：00

　第　１週　ガイダンス・現代の環境工学
　第　２週　環境科学の基礎
　第　３週　環境リスク
　第　４週　環境問題と政策の変遷
　第　５週　水質汚濁と水環境の保全：水の循環・水質指標
　第　６週　水質汚濁と水環境の保全：水質環境基準
　第　７週　上水道：浄水処理・水道水質基準
　第　８週　上水道：水道水質基準の設定法とリスク管理法
　第　９週　下水道：下水処理・下水汚泥の処理・処分
　第１０週　下水道：新しい下水道の役割と処理水の再利用
　第１１週　廃棄物と循環型社会：廃棄物の発生構造・歴史と現状
　第１２週　廃棄物と循環型社会：ライフサイクルアセスメント
　第１３週　大気環境：地球規模での大気環境問題
　第１４週　生物多様性の保全
　第１５週　意見交換・まとめ

科目名：　生産環境工学 英文名：　Rural Environmental Technology

担当者：　安井　宣仁

授　業　計　画 授　業　概　要


